
一人ひとりの思いがつながり 

学年が一つになった！ 

 
 

中学生になって初めての文化祭が終わりました。みなさん、どうでしたか？ 歌や楽器で学年合唱

を盛り上げてくれたシンガーズ、猫バスやフラップターなど何度も試行錯誤しながら作り上げてくれ

た大道具、キャストのカバンや弓矢など細かい部分まで丁寧に作ってくれた小道具、キャストの衣装

やロボット、モロを作ってくれた衣装、そして、必死に役に入りきろうと演技をし続けてきたキャス

ト。また、裏方では、キャストが目立つように、舞台の進行がスムーズに展開できるように、活躍し

てくれた照明や音響の人たち。たくさん練習してくれたピアノ伴奏者の人たち。そして、毎回たくさ

んの会議を重ね、みんなに文化祭成功への強い思いを伝え続け、学年全体を引っ張り続けてくれたパ

ートリーダーの人たち…。 

自分の思いだけではなく、「仲間のために…」「観てくれている人に…」という思いが込められ、そ

れぞれ任された場所で、たくさんの人の輝いている姿を発見することができた、そして一人ひとりが

成長できた人権文化祭でした。 

 

        

   

保護者の皆様へ 

    この度は、人権文化祭へ本当にたくさんのご来場ありがとうございました。この日に向けて、生徒も教師も一

体となって、「明るく、元気に、前向きに」をモットーに取り組んできました。当日は、子ども達の一生懸命頑張

ってきた姿を発表することが出来たのではないかと思います。 

今後とも、第二中学校の教育活動にご理解、ご協力をよろしくお願い致します。 
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「ハレ」とは、行事や祭、儀式などの非日常的な時間をいいます。結婚式や入学式、卒業式などで

着るきれいな衣服を「晴れ着」と言ったり、人生で大切な場面に向かうことを「晴れ舞台」など

というのもここからきています。 

対して「ケ」というのは日常的な時間をいいます。多くの人はほとんど毎日同じ事を繰り返して

生活しています。朝起きて、学校へ行き、勉強し、クラブ活動をし、帰宅するというように。 

先日行われた文化祭は中学生にとっては「ハレ」の日で、普段と違う雰囲気の中で大いに盛り上がりま

した。そしてその後は、みなさんは「ケ」の生活に戻っているわけです。早くその日常を取り戻して欲

しいと思います。「ケ」の生活は淡々と静かに過ぎていくものです。やるべきことにしっかりと取り組んで

次の「ハレ」を待つ。だから「ハレ」がうれしく楽しいものになるのです。 

授業、掃除、部活動、はやく日常を取り戻し、次の「ハレ」の日へ力をたくわえましょう。 



何事も、本気でやるのがカッコイイ！

この成功を、この感動を、忘れずに！


